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0．緒 言   

現代モンゴル語の母音調和に関する研究は，大きく，音韻論的研究と音声学  

的研究とに分けられるが，後者に取っても，さらに2つのタイプに分けられ  

る。第一ほ，耳による観察や自己の内省に基づく研究であり，こちらの方は，  

歴史も長い。第二ほ，僅々の実験辟器せ用いた客観的なデータに基づく研究で  

あり，先の方法と比べれば，当然のことだが比較的新Lい。   

第一の方法にせよ，第二の方法にせよ，これまでにいろいろな説が述べられ  

てきた。しかしながら，小論では特に第二の実験的方法に限定して，今までに   
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試みられることのなかった角度から，モンゴル語における母音詞和の一側面を  

切り取ってみることとする。   

1． 目 的  

実験研究といっても，物理的な方面からの音響音声学的研究と，生理的な方  

面からの生理音声学的研究とでは，かなり遮った様相を呈する。筆者自身も，  

かつて娩生倍大郎（1973，1975，1976）などにおいて，SOund spectrograph  

を用いた，音響音声学的側面からの研究結果を公にLたことがあるが，管見の  

およぷ範囲では，これが現代の標準的なハルハ・モンゴル語を扱ったものとし  

ては，世界でも比較的早い時期に行なわれた研究となったようである。   

その乱 Lindalユ（1979），Disner（1983〕，Svantesson〔1985）などにおい  

ても同種の試みが行なわれており，分けても5va工IteSSO皿（蕗才d．）は，KAYの  

ディジタル・ソナグラフを用いた，かなり精度の高い研究を行なっている。も  

ちろん，音響音声学的側面からも，まだまだ明らかにしなければならない問題  

点ほ多く残されているが，筆者忙は，実験音声学におけるもう一方の柱である  

生理音声学的観察にも，極めて興味ある事実の発見がありそうに思われる。   

そこで，小論では調音時における呼気流量を計測し，実時間で解析すること  

ができる日本のリオン社製phono－1aryngograpllを用いて，母音調和を行なう  

各対立項日ごとの呼気流量差に注目して，これを解析してみることとした。つ  

まり，母音調和と呼気流量との間に，なんらかの相関関係があるということ  

を，定量的に証明しようとするのが．小論の目的とするところとなる。  

2．研究方法  

2．1．実験装置   

本業験に用いた装置は，リオン社製pllOnO－1aryngograpllである。この装置  

ほ，音声の基本周波数，発声強度，調音時の呼気流量の3つのパラミターを同  

時に測定すると共に，搭載されているマイコンによってそれぞれのパラミター  

を組合せたり，目的に応じた麿析をしたりすることができる，生理音声学的実  

験器材である。もともとは，喉頭癌の臨床検査法の一環として開発されたもの  

だが，木器によって可能な8軽類の表示のうちで，掛こ，呼気流量（flow〕を  

時間の関数として表示するF－Tモードの利用ほ，言語音の韻賀決定に直接か  

かわる開口度，舌の前後位置，口唇形状などの諸特徴を読み取る手段の一つと  

しても有効である。   
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従って，本研究では主としてこのF－Tモードによって，インフォーマソト  

の調音する現代モンゴル語のデータを解析することとした。  

2．2．インフォーマントおよび調査語tなど   

本実験に協力してくれたインフォーマソトは，   

名前：6aaTapCa触aH（バータルサイハソ）  

生年月日：1966年12月1日   

言語形成期を過ごした場所：4－12歳ⅩoB几a如化r，6yJIraHCy血Ⅰ（ホブド  

アイマックのボルガンソム），12－21歳y血aH6aaTap（ウラン′ミー  

トル）  

現在：留学生として日本に滞在中  

であり，また，この実験に採用された検査語菓は，次のとおりである。  

非円唇母音  円唇母音  

男性母音  a／a／  y／Ⅵ／  0／0ノ  

弧／ax／  yxルⅩ／   0Ⅹ／0Ⅹ／  

Ⅹa町‘Ⅹal／  ⅩyJI／Ⅹ山／ ⅩOJI／Ⅹd／  

皿a瓜／dal／  且yJl／dul／ 且M／dol／  

且aM鑑yyJIaX／damzjuulax／  

女性母音  ヨ／邑／  Y／u／  ○／6／  

∋Ⅹ／邑Ⅹ／  YX／臼玉／  臼Ⅹ／枇／  

Ⅹ9叫′Ⅹ邑1／  ⅩYJI／Ⅹ山／ Ⅹ◎刀／Ⅹ己Ⅰ／  

几訊町′d封／  几Y刀／dtil／ 加町′d61／  

皿∋MⅡYYJI∋Ⅹ／d去mヱi皿1弛／  

中性母音  H／i／  

ⅩH員／Ⅹii／  

∬Ⅹ／ix／  

なお，あらかじめ予備実験を行ない，インフォーーrrこ／トにほ十分器材に慣れ  

て貰ってから，本実験を行なっている。また，それぞれの語彙ほ】母音調和の   



城生情太郎  4   

観点から，例えば  

Ⅹaa／Ⅹaa／¶Ⅹう∋／Ⅹ云呂ノ  

Ⅹyy／Ⅹuu／－ⅩYY／封沌／  

Ⅹ00／Ⅹ00／一加白／Ⅹ6即■  

という具合に，対立をなすよう配置しておいた。  

2．5．データの利用法   

phono－laryngographのF－Tモードによって分析されたデータは，図1の  

ようになっている。  

国＝  

O  TIME［sec「  02  

この囲では，横軸に時間が，また縦軸には呼気流量（flロW）が，それぞれ記  

録されている。今回の分析データは，単語に限られているので，分解能を最大  

限に高めるため，横軸の分析時間はできる限り2秒を確保するようにLrた。た  

だし，／damzju111ax／と／‘盤m軸山弛／だけは長いため，3秒とせぎるを得な  

かった。   

次に，flowの測定方法だが，理論的には   
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（1）当該音素の占有する波形包路線を摘出し，その積分値を計測する。   

（2）当該音素の占有する波形包路線のうちから，ピークにおける1点のみ  

を抽出し，その値を計測する。   

ほ）当該単語の占有する波形包路線の全部を対象とし その積分値を計測  

する。  

の3つが考えられる。しかし，本案験でほ予備実験に基づく所見から，第二の  

方法が採用された。理由を一言で要約すれば，本研究の目的を達成するために  

ほ，これがもっとも簡便な方法であるということが，明らかにされたためであ  

る。  

3．実験結果   

乙1．予備実験の結果   

ほじめに，予備実験によって得られた結果の一部を，原資料の形で公開す  

る。各図形ほ，a－bのセットになっているが，aは呼気流量だけでなく，物  

理的強度を表すintensityと物理的高さを表すpitcllとを同時に対照させてあ  

る。全体の様子を鳥撤するのには，このような表示が最も便利だと考えたから  

にほかならない。   

次に，bほ本研究の中核となる呼気流量と時間との相関をとらえた，いわゆ  

るF－Tモードによる表示である。な軌 上部に記録されている数値は，カー  

ソルが立ててある位置での波形包路線ビータに対応Lており，それぞれ，aに  

あっては呼気流量（単位：ml／s〕，音圧〔単位：デシベル〕，高さ（単位：ヘ  

ルツ〕，また，bにあっては呼気流量を示している。ただし，同じ呼気流量を  

対象とした計測値でも，aとbでほ分析精度が異なるため，微妙な食違いが時  

として生じている。従ってこのよう産湯合は，精度の高いbの方の数値を採用  

する。   

さて，国2－a′｝8－bまでは，単独で調音したモンゴル語の母音を解析し  

た結果である。   
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このうちから，呼気流量だけをまとめてみると，次に示す表1のようにな  

る。  

この結果だけでも，ある程度はいわ  

ゆる男性母音の方が，相対的に対応す  

る女性母音よりも呼気流量が大きそう  

だという見当はつく。しかし，音韻論  

的対立をなす男性母音群と女性母音群  

の実相を，より一層明確にとらえるた  

めには，それぞれのセットを，同一の  

発話シークエンスの中で比べてみた  

220（ml／s〕  

913  

67ユ  

353  

307  

280  

227  

毒1  

い。   

そこで，次に／a／イ去／，／0／－6∴／u／－／叫／という具合に，同一画面にそれぞれ  

の対立項を収めて実験をしてみた。その結果を，回9－a～11－eに示す。な  

お，各組におけるaは全体図，b，Cほ男性母音のflowとintensityを，そ  

してd，eほ女性母音のflowとintensityを，それぞれ示している。  
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先程と同様，この結果を数値にまとめてみると，次に示した蓑2のようにな  

る。  

flow  i【ltenSity  

／a／イ且ノの／a／  193（mI／s）  81．3（dB）  

／a／イ邑／の／邑／  120  

／0／イa／の／○ノ  140  

／0／イ6／の／d／  113  

／u／イ也／の／u／  207  

／u／一／仕／の／屯／  193  

80．7  

82．3  

7g．7  

82．7  

81．7  

表2   

蓑1に示した単独でのflow と比べてみると，個々の絶対量は大きく変化し  

ているものの，母音調和の観点から男女で対をなす各組の相対的な関係は，比  

較的安定していることがわかる。音響実験に慣れていると，はじめのうちは生  

理実験忙おける値が，一回1回の条件によって大きく左右されることに不安感  

を抱くものだが，巨視的観点から，背後匠潜む大きな流れをつかむことが，生  

理実験でほ肝要である。   

また，図9～11では，念のためにintensityも計測Lてみたが，その結果  
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ほ，fiowはどは歴然としないようである。ことに，今回の研究テーマのよう  

に，母音調和を定量化するといら目的からすると，inten吋の担っている役  

割は，さはど大きくはないことが，囲12に示すグラフによって，一層明らかと  

なろう。   

これまでの予備実験によって，母音調和をなす各組の母音は，呼気流量でと  

らえると，  

男性母音＞女性母音  

という一般的傾向があるらしい，ということがわかってきた。しかしながら，  

先にも指摘したように，生理音声学的実艶というものは，きわめて一回一回の  

条件の違いによって，得られる数値に大きな変動がある。そこで，念には念を  

入れて，最後にもう1パター ンの予備実験を行なうことにした。対をなす母音  

音素を調音Lて貰う際に，先にするか後にするかで，傲妙だが数値に影響があ  

りそうだということが，判明したからである。   

従って，表2の資料を，順番だけ入れ替えて，女性母音をほじめにして，男  

性母音を硬から調音して貰うことにした。その結果が，囲13－a～15－eであ  

る。  
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先避と同様，この結果を数値にまとめて嵐ると，次に示した表3のようにな  

る。  

flow  intensity  

佃／イ且／の／a／  93．3（mls）  76．0（dB）  

／屋／－／a／のノ乱／  73．3  

薄／イ0／の／0／  347．0  

西／－／0／の／6／  313．0  

／也ノイu／の／u／  247．0  

ノ伍／イu／の川／  213．0  

7乱7  

84．7  

85．7  

84．3  

86．3  

表ち   

やはり，表2と比べてみると，個々の数値は大きく変動しているが，相対的  

な関係としては，男性母音の呼気流量が女性母音よりも大きめになっていると  

いう点で，安定した結果を得ることができた。従って，以上の予備実験の結果  

を踏まえて，いよいよ本葉駿の結果について述べることにしよう。  

5．2．本巣醸の結果   

予備実験匿よって得られた知見をまとめておけば，  

（1）母音調和の観点から対をなす母音は，同叫シークコニンスの中に収めな  

ければならない   

（2）目的とする音韻が，先に立つか後虹立つかで，多少の違いはあるもの  

の，相対的な関係は変わらない   

（3）Intens呈tyは，呼気流量irこ比べると，余り明瞭に差異をとらえること  

ができない  

などとなる。そこで，以下にさっそく F－Tモードを中核とした本案駿の結  

果を見てみよう。なお，各組のaには予備実験の時に述べたように，呼気流量  

だけでなく，物理的強度を表すintensityと物理的高さを表すpitchとを同時  

に対照させてある。臼的が，全体の様子を鳥取することにあることは，言うま  

までもないだろう。また，もにはflowが示されている点も，予備実験の時と  

同じである。   

先ず園16－a～1軒－bに，   
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TIHE 【妄亡亡】  

団1g－b ／il／  

／VC／  という構造で，最小対立をなす語菓を対象とした  

実験結果を示す。   

次に，これらを真4に数値化しておく。  

＋continuant   

－ VOiced  

flow  続いて，図20－a～22－Cに，  

／ax／一指Ⅹ／の／a／  

／ax／－／誠／の／畠／  

／叱／イ6Ⅹ／の／0／  

／0Ⅹ／一作Ⅹ／の佃／  

／ux／－／止Ⅹ／の／u／  

／ux／一佃Ⅹ／の／u／  

／ix／のパ／  

223（ml／s）  ／C V C／  

＋continuantlr＋continuant  

］r   ¶ VOiced  ＋ voiced  

という構造で，最小対立をなす語  

彙を対象とした実験結果を示す。  
表4  

ちなみに，モンゴル語の／1／は，音声学的には有声側面摩擦音である。   
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］【  ＋ voiced  ＋ マロiced  

という構造で，最小対立をなす  

語菓を対象とLた実験結果を示  

す。   

また，これらを数値化すれ  

昧，表6のようになる。   
表6  
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実験操作の関係で，一部のデータが，今までのとは順番が連転しているので  

少々見にくいが，結果は，これまでと基本的に変わらない。以上を要するに，  

予備突放で得られた結果は，相変わらず，本実験でも有効であるといぅことに  

なる。   

最後に，将来の見通しをつける意味合いから，ほんの1例だけ，多音節単語  

の美貌結果を示してみよう。囲26‥a～Cは，3音節語で非円唇の最小対立を  

示す例だが，F－Tモードによる記録国は，次のようになる。   
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なお，これらを数値化すれば，表7のようになる。  

flow  

／damzjll11lax／－／damzjtiiil諷Ⅹ／の／a／  203（ml／s）  

／dam如皿1乱文／－／曲mzjt沌旭Ⅹ／の／温／   147  

表7  

4．考 嚢   

以上で述べたように，phono－laryngographのF－Tモードによる記蘇囲を  

中心にLて，現代モンゴル語の母音調和を解析してみると，次のことがわかっ  

た。  

（1）いわゆる中性母音は別にして，／a／イ註∴／0／イ6／，ル／－／軋／など，男女  

の対をなす音素群どうLの間では，男性母音の方が相対的にみて，女性母  

音よりも多く町呼気流量を要することが確認された。  

（2）非円唇母音の／a／と／打は，表3において全ての組の中で，最低値を   
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記録している。また，これとは裏腹に，麦5においてほ，／且／が全ての記   

録の中で最高値の443mI／sを示している。従って，今回のデータの範囲   

内で考えれば，かなり呼気消費量という点でほ，変動幅の大きな母音群だ  

ということができる。  

（3）円唇母音のうち，／0／と／6／は蓑2を除くと，はぼ常に安定Lて多くの  

呼気流量を要求する母音群のようである。  

（4】音韻環境を変えて実験をした結果，総呼気流量には大きな変化がみられ   

たものの．母音詞和の観点から対をなす母音群の相対的な関係には，変化  

がみられなかったところから，個々の子音に備わっている国有の呼気流量  

差ほ，本研究でほ逐一取り上げる必要がない。  

（5）いわゆる調音強度を論じる場合に，音響L／ベルにおけるintensityより  

は，呼気流量に注目する方が，安定Lた結果を引き出すことができる。  

などの諸点が，明らかになった。   

しかし これらりうちで，いささか解釈を加えなければならない点が，2点  

ある。第1は，円唇母音に2つのグラスがあることを群棲的に認めなければな  

らないことであり，第2は，開口度の広い母音における呼気流量が，この言語  

でほ必ずしも多いというわけではない，ということである。  

4．1．円唇母音に2つのクラスを認める   

まず，第1の点だが，これまでにも円層化の度合いが問題にされたり，音韻  

論的な観点からの機能負担が問題にされたりして，いわゆる円唇母音群を，  

a．／0／一作／のグラス  b．ル／一座／のクラス  

に二分しようとする考えが，モンゴル人ネイティブの研究者たちからも発表さ  

れてはいた。しかしながら．少なくともこれほど明確に，生理音声学的観点か  

ら定量化された例ほ，かつてなかったのでほないかと思われる。   

従って，本研究において示唆された呼気流量差は，そういう意味合いから，  

音韻論的側面における強力な理論的支えを与える可能性も，十分にあり得ると  

いうことになる。ただし，現段階では1例に基づく観察に留まっている以上，  

あくまでもここでの指摘は単なる「見通し」の域を一歩も出てはいないこと  

も，厳しく受け止めておく必要があるだろう。   
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4．2．開口庚と呼気流量との相関   

次に，第2の点だが，母音のクラスと呼気消費量との関係を扱った先行研究  

の中でも，実は意見が2つに別れている。例えば，ドイツり碩学Gutzmann  

（1928）ほ，  

開口度の狭いクラスの母音は．開口度の広いグラスの母音に対して，呼気  

消費量が少ない  

と主張している。しかし，その→方で，日本の吉沢典男博士は，吉沢（1961）  

において，   

i＞u，e＞a，0  

の順に，呼気消費量が減少することを確かめている。しかも，同氏はその理由  

を，吉沢（1964）の中で次のように解釈しておられる。  

これほ，イ・りなど共鳴腔容積の小さい母音を発する際，他の母音と同じ  

強さで発声するためには，共鳴脛容環の大きい母音と同じ強さの喉頭原音  

で発していたのでは，他lこ較べて聞え度（sonority）が落ちてしまうか  

ら，より強い原音によって発声して聞え度を落とさないようにするところ  

からきていると考える。  

筆者も．これまでに放生伯太郎（1989）などにおいては，ほぼ上に引用した  

G山方mamn と同じ結論を引き出している。そしてその結論は，今回の実験観  

察でも，一部で一致した。具体的に指摘すれば，予備実験の段階で得られた，  

表1のデータがそうである。   

しかしながら，微細に見て行くとこの蓑1においても，円唇母音の系列で  

ほ，必ずしも開口度グラスと呼気流量とが1対1対応を示してはいない。さら  

に，表2から7までに示Lたように，母音淘和の観点から，互いに音韻論的に  

対立する母音どうしを1組にLてセットアップした実験結果では，ますまナ  

Gutヱmannなどの結論から遠ぎかっている。これほ，何よりもまず，単独で  

／a／とか／0／などを発声するのとは異なり，言語音とLて，音韻論的対立をな  

す1阻の母音音素群を調音している，といった実験場面の条件的な違いが，大  

きく作用しているものと見るべきであろう。   
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そうだとナれば，モンゴル語における問題の円唇母音／0／イ6／に閑Lては，  

私も，上に引用した吉沢典男博士と，ほぼ同じ解釈を示しておきたい。つまり  

開口度クラスで考えれば，いずれも／a／より狭い／0／－ノ6∴ルノイ且／などが，  

多て少のデコポコはあるものの，総じてより多くの呼気流量を伴って調音され  

いるということは．開口度轟からくる聞えの低下を補償する，一種の代償作用  

にほかならないと見られるからである。これを仮に「代鰐的観音化現象」と呼  

んでおく。   

さらにまた，現代モンゴル語にあってほ，／0／－／6／はなんらかの意味におい  

て，markedな母音群なのであろう。だからこそ，／u／イ町などと区別させる  

ために，同じ円唇母音群に属Lておりながら，より一層の調音運動忙おける  

「頑張り」を要求する結果となっているのではないか，というのが私の考えで  

ある。  

5．樟語と 展望  

以上で述べたように1生理音声学的側面からモンゴル語の母音調和を扱う  

と，従来の音響音声学的研究成果よりも，一層明確に対をなす母音群の特徴を  

抽出することができる，ということが明らかになった。分けても，／0／－／6ノの  

円唇母音群が，他と区別される根拠を科学的に示すことができたという点ほ，  

一応の成果と見ても良いだろう。   

しかしながら，先にも触れたように，生理実験には条件設定そのものに，数  

々の不安材料が残されることが多い。その意味では，本実験もご多分に漏れ  

ず，あくまでも「たまたまこれこれLかじかの条件内で行なった結果」が報告  

されたに過ぎない。従って，今後の課寓としては，いかにしてここに述べた事  

柄に関する借軒度を向上させるか，の一点につきるのでほないかと思われる。   

なお，最後に本研究のインフォーマソトとして，大きな助力を惜しまなかっ  

たモンゴル共和国からの留学生，パ＝タルサイハソ氏に，記Lて深謝の意を表  

する次第である。   
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